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はじめに
平成12年度大阪市立大学生活科学部紀要において筆者
は､人間の発達を ｢個｣としての発達と ｢由係性｣の発
達に分けて考え､また ｢関係性｣の発達をさらに､｢子
ども-養育者関係｣に代表される ｢二者関係｣における
｢関係性｣の発達と､｢子ども一子ども関係｣に代表され
る ｢仲間関係｣における ｢関係性｣の発達に分けて考え
る視点を里示した｡また､特にエン､カウンターグループ
(Rogers,C.R.,1970)での経験についてとりあげ､エンカ
ウンターグループでは ｢子ども一養育者関係｣に代表さ
れる ｢育てられる者一育てる者｣の ｢二者関係｣による
｢関係性｣の発達と､｢子ども一子ども｣関係に代表され
る ｢仲間関係｣による ｢関係性｣の発達が､グル_-プの
展開に従って同時に相互作用的に積み重なることで人間
の心理的成長に対してアプローチしているとした｡
本稿では､この視点に基づき母親の心理的成長と ｢子
ども一母親｣間の関係性の発達を目的として､大学の相
談所において実施されたマザーグループの一事例を取り
上げ､そのグループ過程と-メンバーの過程を通して､
マザーグループにおける関係性の発達について考察を試
みたい｡
問題と目的
現代は …普通の子育て"が難しいといわれる｡少子化
の波の中で母親自身が母となる以前に子どもと接する機
会を持たず､自分の子どもを産んで初めて子どもとじっ
くり関わるというのが現状である｡また母親自身が自分
の両親との間で自立と依存の発達課題を成し遂げていな
いことが多く､親に ｢育てられるもの｣であるままの状
態で母親となることが増えてきているようである｡
ある調査によると91.9%の母親が ｢育児がつらいと思
( 1 )
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うことがある｣と答え､.78.4%が ｢子どもがかわいく思
えないことがある｣と回答している｡育児にいらだつ母
親の中には ｢可愛く思えない｣程度が異常と思われる者
が急増し､｢思わず手をあげてしまう｣が55.1%､｢あん
たなんか嫌い､いらないと言う｣が49.7%となっている｡
(大日向.1997)
情報化社会の中での子育てはマニュアル世代の母親た
ちの不安を煽り､自分の子どもを ｢より良く｣育てるこ
とが自分の評価に繋がるような錯覚を与える｡上述の調
査によると育児をつらく思う理由として､｢自分の時間
がない｣､｢子どもが思い通りにならない｣､｢夫の非協
力 ･無理解｣などと並んで､｢マニュアルが欲しい｣が
挙げられている｡泣いたときに抱くべきか否かに迷って
育児書を読みあさり､･ミルクの量に一喜一憂し､大脳生
理学的な知識を･集めて､おもちゃ選びや言葉がけに神経
を尖らせている｡母親の責任を完壁に果たさねばと思い
つめて育児書どおりにならない育児にいらだつ｡｢赤ち
ゃんに使用説明書がついていたらいいのに｣とため息を
ついた母親もいたという｡育児に使用説明書を求める母
親は失敗を恐れているのであり､子どもも親も失敗を繰
り返しながら試行錯誤の中で共に育つという ｢ゆとり｣
がないこと､子どもの成長にもあるべき一つの正解を求
め､その⊥点にいかに効率よく間違うことなく到達する
かに苦心するのは､自分で考え､間違いながら自分なり
の解答を見出す余地を十分に与えない日本の教育のあり
方から再検討されねばないと大日向は指摘している｡
このような指摘をされる現代の母親だが､彼女たちな
りにとても育児に対して真筆に向き合っていると筆者は
感じている｡種々催されている子育てについての講演会
に足を運び､育児に関する本や新聞記事にも精通し､現
代の子育て事情や諸問題に関してはスペシャリストであ
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ったりもする｡皆難しい社会の中で何とか自分の子ども
を育て上げようと必死なのではないかと思う｡このよう
な母親たちに向けて多様な角度かやの子育て支環が実施
され始めている今､筆者は自分ができる子育て支援の一
つとして､マザーグループを考案した｡
本稿で扱うマザーグループの特徴は､グループのオリ
エンテーションがエンカウンターグループであり､臨床
心理士である筆者が世話人をすることである｡エンカウ1
ンターグループについては後に詳しく述べるが､一番め
特徴は世話人がリーダーシップをとらず､簡単に言うと
｢何もしない｣ことである｡筆者は自分自身が専業主婦
をした時に､専業主婦の母親は話がしたくなるというこ
とを実体験として経験している｡日ごろ24時間営業で頑
張っている母親が､グループに参加することで一時子ど
もと離れ自分を振 り返る時間をもっこと､講座や講演の
ようにある｢権威者｣から何かをト教えられるのではなく､
同じ立場の母親同士が感じたこと､考えることを話し合
う･ことで､上記に指摘されていた現代の母親にとって経
験不足であるところの ｢試行錯誤の中で共に育つという
ゆとり｣や ｢自分で考え､間違いながら自分なりの解答
を見出す｣経験ができるのではないかと考えた｡･そして
そこでの経験はお互いの関係性の発達を促進し †それは
それぞれの子どもたちとの関係性の発達をサポー トして
いくことにもつながるのではないかと考える｡
本稿では､実際に行われたマザーグループの一事例を
取 り上げそのグループ過程を概観し､参加者の中で特に
活発な動きのあった一人の母親のグループ過程を追いな
がら_､マザーグループの中での関係性の発達について考
察することを目的とする｡
対象と分析方法
1.対象
大学内の相談所において実施した､母親を対象とした
継続的な非構成的エンカウンターグループの一事例｡
グループの構成メンバ｣は就学前の子どもを持つ母親
で相談所主催の親子教室の参加者などから募集した｡対
象事例のメンバーには､子どもの発達の遅れや母子関係
での問題を感じている母親はいなかった｡就学前の子ど
もは母親がグループに参加している間､別室にて保育士
と大学生ボランティアによる保育を実施した｡
2.グループの構造
概ね隔週1回､6回で1クール終了とした｡1回1時間30
分の1セッション｡フアシリテ一夕-として筆者がグル
ープに毎回参加 した｡メンバーの許可をとり毎回テープ
(2)
録音を行った｡グループの内容は非構成的なエンカウン
ターグループであったが､メンバーにはエンカウンター
グループの説明は特にせずに､"臨床心理士を交えての
フリー トー クのグループ"として募集 した｡グループの
中では､フアシリテ一夕-からの話題の提供や助言など､
グループを方向付けすることは極力少なくした｡母子分
離の醜しい子どもについては､グループの部屋への出入
りを自由にすることにした｡毎回グループ終了後に自由
記述で感想を書いてもらった｡
3.継続的な非構成的エンカウンターグループとは
臨床心理学や精神医学､教育や企業研修の分野におい
て､1対1ではなく小集団を用い､何らかの活動をしなが
ら人間の心理的成長に対してアプローチする方法が数多
く実施されてきている｡それらは ｢グループ ･アプロ｢
チ｣､｢集団精神療法 (GroupPsychotherapy)｣などと
呼ばれ多様な流派､理論的背景があり､例えば以下のよ
うに分類できる (中村,1998)｡
まず､グループでの活動が構成的であるか､非構成的
であるかについて分けられる｡
"構成的"とは､グループでの活動においてスタッフ
が何らかのプログラムや課題を用意し､それについて作
業や討議をするものである｡例えば､医療現場で主に精
神疾患を抱える患者に対して行われる ｢作業療法｣､｢レ
クリエーション療法｣等や､｢構成的グループ ･エンカ
ウンター｣(国分､1992)､サイコドラマ､音楽や絵画な
どを用いながらグループで進める ｢音楽療法｣や ｢芸術
療法｣も構成的なグループ ･アプローチの中に含まれる
であろうし､児童 ･生徒に対する ｢治療キャンプ､療育
キャンプ｣なども含まれよう,(山口ら､1987).
これに対して "非構成的"なアプローチは､時間や場
所等の枠はスタ′ツフの側で決められるが､予め用意され
たプログラムや課題はないものを指す｡何かの作業や制
作をすることはなく､グループの参加者は殆どの場合室
内でお互いに話し合うことによって過ごしていくことが
多い｡このアプローチとしては､臨床心理学者ロジャー
ス (Rogers,C.R.)によって創始された ｢(ベーシック)
エンカウンター ･グループ｣､社会心理学者であるレヴ
イン (Levin,K.)がきっかけとなった ｢Tグループ
(トレーニンググループ)｣､そして精神分析学を源流と
する ｢精神分析的集団心理療法｣がある｡
…構成的"なグループ ･アプローチは課題が明確であ
り参加者が活動に迷うことが少ない｡また比較的短時間
での実施が可能である｡一方 "非構成的"なグループ ･
晶アプローチは､宿泊 ったり数日間通ったりしながら
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長時間行うのが一般的である｡また実習やゲームなどの
課題がないため､必然的に参加者自身のことやお互いの
関係についてコミュニケーションがなされることにな
る｡
次に一連のプログラムが分散的に行われるか､集中的
に行われるかという点で分けることができる｡
"分散型'は各回に一つのプログラムが組まれており､
参加者は一つのプログラムを定期的､継続的に体験して
いく｡…分散型"の代表として医学領域における集団精
神療法があげられる｡西村ら (1995)はその定義として､
1名以上の訓練を受けた治療者と1グループ7-10名の患
者で構成され､週1-3回実施されること､治療者は一定
の治療計画を持ち治療目的の共有が患者との周になされ
ており､治療者との関わりや患者同士の対人相互作用や､】
患者の感情を治療素材とすることなどをあげている｡
また大学などの教育現場において､通常の授業の枠内
で行われている実習を用いたグループ ･アプローチ (野
島,1998a)も 分ー散型"に含まれよう｡
これに対して ●`集中型"は､宿泊を伴うなどしながら
連続的に集中してグループを体験していく｡
"集中型"の代表としては､非構成的なグループ ･ア
プローチがある｡ たとえば人間関係研究会 (村山他
偏,1991)が実施しているエンカウンター ･グループは
一泊二日一五泊六日である｡また宿泊を伴わず通い型で
数日間集中的に行われることもある｡
精神分析的集団精神療法では､患者の治療を目的とす
る場合ではなく治療者の教育 ･研修を目的とする場合に
集中型がとられることがある｡
"集中型'のグループ･アプローチは､日常生活をあ
る程度切り離すことができ､グループの開始から終了ま
で参加者の入れ替わりがない場合が多く､固定された参
加者との間での深い関わりが可能になってくる｡また連
続性が強いことから､｢今 ･ここ｣での対人関係に､よ
り集中しやすいというメリットがある｡しかし集中的で
あるが故に日程の調整が困難で参加しにくいことや､宿
泊を伴う場合はコストの問題などもある｡
一方 ▲`分散型"のグループ ･アプローチは､日常生活
の中に研修 ･教育 ･治療などを組み込むことが可能であ
り少ないコストで体験することができる｡しかし体験が
限られた時間内であり､集中型に比べて深い関わりが生
じにくいこと､欠席などで参加者の入れ替わりが生じる
こと､間に日常生活が入ることにより切り替えを頻繁に
する必要性が出てくるなどの問題があるだろう｡
以上のように多岐にわたり実践が積み重ねられている･
グループ･アプローチの中で､本稿で扱うマザーグルー
(3)
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プは､継続的 (分散型) ･非構成的グループ ･アプロー
チとしてのエンカウンターグループと分類される｡
エンカウンターグループ (EncounterGroup;｢出会い
集団｣の意)という用語は､三つの意味に用いられる
(村山,1977)0
(彰 人間性回復運動 (HumanPotentialMovement)と
呼ばれ､1960年代後半からアメリカを中心に盛んになっ
た動向全体を指して用いられることがある｡この場合は
｢エ ンカウ ンター ･ムーブメ ン ト (Encounter
Movement)｣と同義である｡
② 集中的グループ体験 (IntensiveGroupExperience)
と同義語として使われる｡Tグループ､サイコドラマ､
感受性訓練､人間関係ラボ､ゲシュタルトグループ､交
流分析など理論は様々であるが､数時間から数週間にわ
たる集中的ないし宿泊を伴うグループ体験を総称した意
味で用いられることがある｡
③ 基本的出会いグループ (ベーシック･エンカウンタ
ーグループ;BasicEncounterGroup)として使われる｡
日本では､.集中的グループ体験の一形態で､米国の臨床
心理学者ロジャース (Rogers,C.R.)の理論と実践に基
づくグループを指している｡
日本において､エンカウンターグループというとき､⑨
の意味を指すのが一般的である｡本稿では③の意味にて
用いていくこととする｡
エンカウンターグループ (Rbgers､.1970)一における参
加者は通常､クライエントや母音ではなく一般健常者で
あり､治療を求めてではなく心理的成長を目的として参
加する｡自発参加が基本であるが､教員､養護教諭､大
学院生､カウンセラー､看護士などの研修として実施さ
れていることも多い｡1グループは7-8名前後のメンバ
ーと1､2名のフアシリテ一夕- (facilitator,｢促進者｣
の意)と呼ばれる世話人からなる｡ロジャースの来談者●
中心療法を概念的な支柱にしており､世話人をリーダー
やトレーナーと呼ばないのは､フアシリテ一夕-がメン
バーの成長を促進し､やがてはフアシリテ一夕-自身も
メンバーの一月となっていくようなグループ運営が理想
とされているためである｡
エンカウンターグループには予め用意された課題やプ
ログラムはなく､話したいときに話したい人が話してい
くことになる｡このため参加者自身のことや､お互いの
関係についてコミュニケーションがなされ､その結果と
して他者や一日分自身との深い出会いが生じてくることが
多い｡
エンカウンターグループについては､日本でも1970年
に初めて実施されて以来多くの実践と研究が積み重ねら
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れてきている (村山他 1991;村山,1993;野島.坂中,1997).
ロジャース (1970)は､エンカウンターグループの目的
を ｢個人の成長､個人間コミュニケーション､および対
人関係の発展と改善｣とし､エンカウンターグループの
効果を ｢心理的成長促進効果｣と呼んでいる｡
マザーグループのグループ形態として､多様なグルー
プ ･アプローチの中から継続的な非構成的エンカウンタ
ーグループを選んだ理由として､
①フアシリテ一夕-はリーダーシップをとらないことが
特徴であるため､情報化社会のマニュアル世代と言われ
る現代の母親に他から与えられた正解ではなく､自分自
身で自らの "正解"に.気づいていく場を捷供することが t
できる｡ `
②メンバー同士の相互作用が活発に起こる形態であるの
で､普段 トラブルを未然に防ぐことに神経を使い､衝突
,を避けがちである母親たちに､｢今 ･ここ｣での自分を
他者にストレートに伝える経験が促進できる｡
③ 上記の ｢心理的成長促進効果｣により､母親が成長
することは､子ども-母親間における関係性の発達を促
進することにつながる｡
④ 集中型は効果的であるが､宿泊を伴うか又は長時間
にわたるので小さな子どもを持つ母親にとっては参加す
るのに困難が多い｡
以上四点の理由が挙げられる｡その他に筆者自身が土ン
カウンターグループの トレーニングを受けており､フア
シリテ一夕-としてグループの責任を取るこ とができた
ということも挙げられるであろう｡
4.主なメンバー
本稿で取 り上げるマザーグループの主な参加メンバー
は以下の通りである｡
A (31歳｡10歳女児と4歳男児の母親｡離婚歴があり女
児は前夫との子｡男児は現夫との子｡第三子を妊娠中｡
母親側の両親と二世帯住宅で同居｡男児を連れて来所｡
1回欠席｡)
B (30歳｡4歳幼稚園児と2歳男児の母親｡-男児を連れて
来所｡1回欠席｡)
C(29歳｡4歳と2歳の女児の母親｡看護婦免許をもって
いるが現在は専業主婦｡姉妹を連れて来所｡全回参加｡)
D (31歳｡4歳幼稚園児と3歳男児の母親｡男児を連れて
来所｡2回欠席｡)
E (32歳｡3歳女児の母親｡女児をつれて来所｡妊娠を
きっかけに退職したが今でも仕事に未練を持っている｡
2回欠席｡)
F (36歳｡7歳女児と5歳女児と2歳女児の母親｡母子で
通う幼稚園へ次女を通わせている.｡次女と三女を連れて
来所｡2回欠席｡)
開始時点では他2名の参加申し込みがあったが､この2
名は欠席が多かったため､本稿では上記6名についての
経過を中心に検討する｡
各回の参加者を表1に示した｡
秦-1 各回の参加メンバー
回数 人数 参加メンバー A B C D E F
#1 7 ABCDEF他1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
#2 -5 ABCDF ○ ○ ○ ○ ○
#3 4 ABC他1名 ○ ○ ○
#4 4 BCDF ･○ ○ ○ ○
#5 5 ACE他2名 ○ ○ ○
5.分析方法
グループの経過を概観し (青野,2001a)､グループの
中でとくに積極的な動きのあったメ_ンバーについて､実
際のグループでの言動 ･他のメンバーへの関わり･フア
シリテ一夕-への関わり･子どもとの関係性という4つ
の観点から分析していく｡
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グループの経過
1.グループ全体の過程
#1:(参加者7名｡)フアシリテ一夕- (以下FA-筆
者)の自己紹介｡グループには予め設定された目的や課
題はなく､メンバーの自由なやりとりを大切にしていく
ことを説明する｡FAの捷案でメンバーの自己紹介と参
加動機について｡B ｢仕事をしていたのでこのままでい
いのかという焦りもあったが､今は落ち着いて10年ぐら
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いは子どもとべったり過ごしたいと思う｡40くらいから
自分育てをしていきたい｡｣C ｢フリー トー クでみんな
のいろんな意見が聞けたら嬉しいなと思って参加した｡｣
E｢妊娠をきっかけに仕事をやめたが今でもそのことに
未練をもっている｡子どもと二人でいるのもしんどい｡
ママ友を作って出かけるタイプでもない｡ここの親子教
室に参加して気負いなく専業主婦をしている人たちに出
会い､少し楽になってきた｡｣A ｢仕事をやめて焦って
いたが､子どもと居られる時間は今しかないと思い､今
は子育てが楽しい｡｣F｢次女とともに週に1度母子で通
う幼稚園に行っている｡いつも同じ仲間といるので違っ
た場所も体験したくて参加した｡｣一通り自己紹介が終
わると沈黙｡照れ笑い｡A｢毎日子どもに早くしなさい
と叱ってしまう｡ひどい親だと思う｡｣D｢人の子育て
の話を聞くといつもいいな一､真似しようってゆらゆら
してしまう｡マンションのお母さんたちとも子育ての考
え方が違って戸惑う｡子どもの喧嘩をどう止めていいわ
からないと言って傍観する人がいてびっくりした｡その
お母さんにどう伝えていいかわからず迷っている｡｣B
｢自分は5人兄弟で育ったのでトラブルの解決は身体で覚
えている｡だから自分の子の喧嘩もなるべく手を出さず
に見ている｡痛い思いをした方がいいと思う｡ただ相手
の親が嫌と思いそうなら止めている｡｣D｢子どもを見
ていない親が多くて心配｡｣A ｢今の子.は痛い思いとか
いろんな経験が少ないと思う｡ トラブルになる前に親が
止めすぎじゃないかと思う｡うちの子もトラブルが多い
方だったが､少しずつ手加減を覚えてきたように思う｡
子どもの喧嘩で親が代わりに仕返しすることがあり､そ
れには驚いた｡｣E｢うちの子はおとなしいが､いつも
何かあると 'おまえのせいだ'と言う友達がいて親がそ
う言っているのかなと思う｡｣A｢その場で両方の話を
良く開くことも大切かな｡｣E｢うちはいつもいじめら
れる方なの●で絶対に目は離さない｡喧嘩に親が入ること
ですごく大きな問題になることもある｡｣B｢自分は小
学生の頃いじめを経験したが､それも親があの子と遊ぶ
なと言い始めたのきっかけだった｡｣p｢子どもが トラ
ブルを起こしたときに親がどう受け止めて軌道修正する
かが大事と思う｡｣B｢親子でべったりする機会が多い
から､親の世界と子どもの世界がごちゃごちゃになって
しまう｡もっと大人だけの時間が欲しいなあと思う｡｣
C｢親同士がもっと話せるようになれば､いろんなこと
がうまくいくようになるのかなあと思った｡｣
#2:(参加者5名)前回､テーマを決めてはどうかと
いう感想があったことについて｡FAより､テーマはメ
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ンバーから出して欲しいと提案｡A ｢公園デビューとい
う言葉に惑わされている感じがする｡ここの親子教室で
は言いたいことが言えるけど地域では難しい｡皆バリア
を張っているように思う｡皆どうしてる?｣D｢母親同
士で年代層の違いがある｡学校とか企業にいた頃の人間
関係とは全然違う難しさがある｡｣育児サークルなどに
興味はあるが地域での繋がりを深めていくのが大変とい
う話｡D｢ここへ行けば何かしてくれるという他人任せ
の人が多い｡｣A ｢育児サークルを実際に立ち上げた人
の話では預かってくれるのか､資格はあるのか等の問い
合わせが多かったそう｡自分もやってみようかとも思う
がいろいろ迷う｡バイタリティもって どんどん子育ても
やっていきたいけど､仲間が集まらないと難しい｡｣B
｢地域の公園で育児サークルに参加したけど､自分の思
いが空回りしてうまくいかなかった｡一人で背負い込む
ようなものはやっぱり違うと思うし､一旦手を引いてま
た別な形で何かしていきたいと思っている｡｣C｢自分
はリーダーシップを取る方じゃないので引っ張る人に付
いて行って意見を言ったり手伝ったりするのはできるけ
ど､中心となるのは無理と思う｡周りにもそういう人が
多いんじゃないかな｡｣F ｢私は年がいっているので世
代間のギャップがあって､やっぱり近所づきあいは希薄
になる｡もっと仲良くなれればとも思うけど､入り込ん
だら怖いかなとも思う｡｣C ｢自分では子どもとずっと
遊んでいるつもりだったけど､今から思うと別のことを
考えながら一緒にいたなあと思う｡人から見たらどう見
えるかわからないけど､これでいいのかなっていうのは
いつもある｡｣D ｢毎日子どもと一緒にはいるけど､生
活のスケジュールに追われていて本当にゆっくり話を聞
いてあげるっていうことがない｡｣A ｢私は長女で育っ
たから親に甘えきれない｡自分の娘に同じ事をしている
んじゃないかなと思う｡離婚後二人で生活していたこと
もあるから 強`くなれ'と育ててきたかもしれない｡話
を聞いてやっていない｡娘には指示しかしていないと思
う｡娘はアトピーがひどいけど､その薬を塗るのもスキ
ンシップかなと最近思う｡凄く厳しい母親だけどこのご
ろちょっと考えることも多い｡大きくなるとだんだん話
をしなくなるから話せる関係を築いていくのは大事と思
う｡自分の親にももっと甘えたら良かったな｡｣B｢今
からでも遅くないと思うよ｡｣A ｢今は親が弱くなって
きていて､自分が相談相手になる関係にはなれると思う｡
娘には厳しいだけの'お母さんを崩していこうと思うけど
難しい｡息子と違って娘は自分の分身のような気がして
いて､無理やりしてしまうごとがあるかな｡｣FA<起こ
ってくる気持ちが違うのでしょう･か｡>D｢私もお姉ち
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やんにはきついと思う｡何か自分の嫌なところを見てい
るようで､それを正しているような気持ちになる｡一つ
できたら次はこれしたらと言ってしまう｡しんどいやろ
うなと思う｡私は高校1年の冬に父親を亡くして､母親
が倒れまいとして頑張っているのを見て育った｡母親は
自分の叶えられなかった夢を私に託しているのがわかっ
たから､それに応えようとしたし もしかしたら自分も
母親と同じ事をしてるのかもと今思った｡それを苦痛に
感じさせないようにしたい｡｣F｢うちも娘が3人いるけ
ど､長女は私が下には甘いよと言う｡ 上の人に対しては
しっかりしなさいという気持ちがやっぱりある｡思わず
期待をしてしまう｡個性があるから親の思いを押し付け
てはだめと本に書いてあるめで､いけないとは思うけ
ど｡｣B●｢私は皆さんと逆で上の女の子がかわいい｡ど
うしてかな｡｣C｢うちは女の子二人だけど上は怒る事
が少ない｡夫は子どもにいろいろ期待しているけど､私
はあまりしない｡私は一度事務をやっていて事務ができ
ないと思って看護婦になったので､挫折もいいかなと思
っている｡｣
#3:(参加者4名)C｢今まで2回いろんな意見が開け
て良かったと思うけど､こうやってかしこまると何を話
せばいいのかなと思ったりする｡FAからの意見が開け
ると思っていたので｡｣FA<期待されていたものはどう
いうものでしたか｡>B｢何か話題があってFAから答
えじゃないけど何かもらえるのかと｡｣FAは1メンバー
として参加すること､何か聞きたいことがあれば､その
都度訊いて貰ってもいいことを確認する｡A｢娘が話を
あまりしないので不安｡いつも早く早くと急き立ててい
るが､そうすると自分で目標を持たない子になるという
プリントを学校からもらって､そうだなあと思った｡｣
B｢うちは親がだらだらしているから娘は自分で起きて
自分で幼稚園の準備をする｡｣メンバーから羨ましいと
いう声が出る｡C｢言わないと絶対にしないから全部親
がしている｡幼稚園に行けるのかなあと思う｡｣B｢自
分でできるようになったなと思った時点で任せていった
のが良かったのかなあ｡｣A｢今から思えば反省点山ほ
ど｡娘はマイペースな人｡私はイライラするから性格が
違う｡｣B ｢似ていてもイライラするよ｡自分もおしゃ
べりなのに娘にうるさいって言ってしまう｡気分の波で
怒ってしまう｡だめな母親だと思う｡｣A ｢親も人間だ
から感情を出すのも七万ないのかな｡｣B｢子どもは賢
いから空気を読み取ると思う｡ 自分ではこれ以上したら
虐待になるわと思って怒るのやめたりしてる｡｣A ｢叩
くのはどうしてる?｣B｢自分は叩かれて育って､それ
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で良かったと思うから子どもも叩く｡夫もそれでいいと
思っているし｡｣A ｢うちは叩かない家庭で育ったけど､
下の子は初めての男の子ですごく乱暴だから､他の子を
怪我させそうになったときは叩くようになった｡無意識
のうちに叩ぐ癖がついてしまった｡自分でもはっとする｡
FAはどうですか｡｣ーFA<今のお話を聞いていると､相
手のお母さんに対しての気持ちから叩いているのかなと
いう気がしました｡>A ｢相手のお母さんによって見て
いられる範囲が変わるのはあるなあ｡｣B｢娘の友達は
一人っ子が多くすぐ親が入って自分の子を叱る｡私は放
っておきたいけど､そのグループにいる限り叱らないと
いけないような無言のルールみたいなものができていて
窮屈｡｣Aが､娘がいじめられている話をし始める｡A
｢転居してからいじめにあっている｡今の地域は閉鎖的
で入りにくい｡子どもはすごくしんどそう｡｣B｢私も
昔いじめにあった｡兄弟が多かったから救われた｡学校
では誰とも話さず､家で遊んだ｡中学校でいい友達がで
きたから良かった｡も.し自分の子がそういう目にあった
ら､転校しようかって言ってあげられると思う｡｣A｢B
さんがそう言ってくれて､すごく私は救われる気がする｡
自分にはそういう経験がなかったから､Bさんの話を聞I
かせてもらって娘の気持ちがわかるように思う｡｣B
｢その頃は頭の中で理想の友達を作ったりしてた｡便所
呼び出しとか､閉じこめられたり､びんたとかいろいろ
あった｡地域の友達だけが全てじゃないと思うと安心で
きた｡自分もいろいろあって大きくなってきたけど､子
育てって自分育てだと思う｡自分も成長しないと子ども
も成長しないと思うし｡｣A ｢母親が広い世界をもたな
いと､子どもも広い世界に行けないような気がする｡｣
Aが､離婚歴があることについて話す｡A｢信頼がなく
なってしまった｡存在自体が嫌になってしまった｡子ど
もが笑わなくなったので離婚した｡別れてお互い幸せに
なれたと思う｡再婚するときは娘に決めてもらった｡よ
く友達から離婚の相談を受けるけど､少しでもここが好
きと思えるところがあるのなら､頑張ってみたらって言
っている｡｣FA<お話を伺っていて､お母さんも自分の
人生を選択しながら ."人生ってこうやって生きるのよ"
って子どもに見せていっているような気がしました｡>
#4:(参加者4名)C｢長女が絵で黒ばかり使うのが
心配｡黒ばかり使う子は心に何かあるとかよく聞くので｡
顔も笑っている顔を描かない｡どうなんでしょうか｡｣
FA<他に何か心配なことはあるんですか ?>C｢特に
は何もないんですけど｡上の子には我慢させているから
かと思う｡下の子中心になってしまっていたかと思う｡
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知人に表情がないと言われた｡｣B｢子どもの絵はどん
どん変わってくる｡子どもって毎日くらい変わるよ｡｣
Bが下の子とのエピソードを話す｡ち｢ジュースを自分
で入れようとしてこぼして､そのときひどく叱ったら､
すごく反抗して性格が変わってしまった｡全然言うこと
をさかなくなって､夜鳴きもひどくなってしまった｡怒
り過ぎたかなと反省してる｡私に怒られる夢を見て泣い
ていると思う｡｣C｢うちも下の子は上のまねをして何
でもやりたがっては怒られてる｡｣D ｢うちも一度ひど
く怒ったとき凄い夜泣きをした｡~子どもなりの言い分が
あるのを抑え込んでしまったのかなと思った｡その時近
所のお母さんが助け舟を出してくれた｡ちょっと離れて
みる?と言って何時間か預かってくれて気分転換をして
くれた｡｣C｢子どもに､どうなった ?っていうのを聞
いてあげたらいいんだろうね｡｣B ｢自分の中でも下の
子はどこか赤ちゃんみたいなところがあるのかな｡今日
はここで遊べて嬉しそう｡｣F｢うちも下の子はよく上
に怒られている｡夫もあまり気にしないのでだんだん許
容範囲が広くなって､だから家の中はぐちゃぐちゃだけ
ど結構親も楽しんでいる｡自分では的を射て怒っている
つもりだけど､それが理詰めになってくると子どもたち
には応えるみたい｡そこにお父さんが登場すると､私も
子どももお互い助かったあと思う｡｣B ｢夜子どもの寝
顔を見てからちょっと今日は怒ったなあ､だめな母親だ
ったなあと思う｡明日から頑張ろうと思う｡娘は食事が
遅いのが心配占何とかしてやりたいのが今の課題.ゆっ
たりした母親になりたいけど｡｣C｢私も私自身が好き
嫌いが多いから､食べられない気持ちがわかる｡｣D
｢毎日ご飯をきっちり食べさせるために必死になってい
る｡時間との戦争｡負けるもんかと思って?｣(隻)D
｢うちの子やる気がない｡何でもやって､やってと言う｡
自分ができないことを許されない｡こっちもイライラし
てつい､へた■くそとか言ってしまう｡何か一つ達成させヽ
ようとしたら凄く大変｡｣C｢うちも上の子は何でもど
うしたらいいかきいて来る｡下の子は.tにかく何でもや
ってみる｡｣F｢上の子ってしくじった経験があんまり
ないからかなと思う｡下の子はいつもできないことに慣
れているから｡だから同じ療境で育てたつもりでも性格
が全然違う｡｣B｢今の話を聞いていると､うちは従兄
弟が多いので上の子も昔の長屋みたいな状態で操まれて
育ってる｡夫とも恵まれてるよなあって言っている｡｣
D ｢よその子だったら気を使うけど従兄弟が多いといい
よね｡｣F｢うちの上の子は学校でもかしこまっている｡
なるべく早めに挫折を経験 しておいて欲しいなとも思
う｡私自身も始めはいろいろ格好が気になっていたけど､
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イライラすることの方が子どもに良くないと思って､こ
㌔
れから10年はキャンプと思おうと割り切ってからは楽
になった｡でもそれまでは凄くしんどかった｡｣C｢子
どもは自分がここが限界と思っていたことを､ビーつて
●
広げてくれるね｡｣
#5:.(参加者5名)E｢子どもが今すごく反抗期でひ
どいときには足を踏み鳴らして怒っている｡私が怒ると
今度はそれが怖いと言って泣く｡2歳くらいのときは一
緒にキレて一緒に泣いたりしていた｡.最近は少し自分の
方がコントロールできるようになってきた｡｣A｢周り
に大人が多かったからもあるんじゃないかな｡うちも上
の子がそうだったd子ども同士の関わりの中で勉強して
けどここからはだめというのを何度も繰り返すしかない
のかなと思う｡｣E｢自分と夫でも基準が違うし､祖父
母とはもっと違うから疲れる｡｣A｢うちは祖父母は子
育てに関しては夫婦に任せてくれている｡そこは楽なと
ころかな｡｣E｢自分でも今が一番大変なときかなとは
思っているけどしんどい｡何でもすぐ泣く｡泣かれると
責められている気分になる｡｣C｢私は子どもが泣いて●
もあまり気にならない｡放っておける｡｣E｢放ってお
くと自分でも何を泣いているかわからなくなってきて
"お母さん､ごめんなさい'って泣く｡そんなこと言わ
れると虐待してるみたいだからやめてってまた替ってし′
まう｡それで半日けんかになったこともある｡｣A｢Eさ
んは優しいよね｡うちは泣いてても放ってる｡そしたら
あきらめてる｡｣E･｢一度そろそろ大丈夫かなと思って
夫に預けてパートに出ようと思ったら､30分で手がつ
けられないから帰ってきてって電話があった｡これはだ
めだと思った｡｣A｢今はそうでも､絶対離れていくん
だから｡｣E｢そうだとは思うんだけど｡幼稚園大丈夫
かなと思う｡｣子どもの怒り方について｡C｢怒られて
たらそれに慣れてくるみたい｡うちは夫が怒る役なので
私が怒ると凄くショックみたい｡｣E｢うちはその逆か
な｡お父さんのことを友達と思ってる｡｣A｢怒るとき
でも一方がフォローしたり､お父さんとの役割交代が大
事かもしれないね｡｣Cさんはのんびり子育てしている
と思うという意見が出る｡C｢あんまり子どものこと気
にならないのかな｡でも下の子が小さいときはずーっと
抱っこで本当に大変だった｡上の子も保育所に慣れずに
しばらく親も一緒に通ってたよ｡｣Cの保育所の話から､
Eが自分が営業職として頑張って仕事をしていた頃の話
をする｡
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#6:(参加者5名)子どもにいろいろ･な体験をさせた
いけど具体的に何をすれがいいのかという話｡B｢味覚
狩りなど親子でよく行っている｡｣C｢動物を飼いたい
けど無理なので､植物でもと思うけど､ベランダも狭く
て難しい｡｣公園の砂場さえ小動物の死骸があったりし
て不潔でなかなか触らせられない｡B｢昔は近くに原っ
ぱがあって公園なんかなくてもそこで何でもできた｡今
は原っぱが全部ガレージになってしまった｡｣Aの子ど
もの物が学校で失くなったという話｡A ｢犯人探しをす
るつもりはないけど､もし取った子がわかっているなら
その子にはちゃんと話をして欲しいと思った｡でも先生
は変に親に気を使って何も言わなかったから余計にこじ
れた｡先生すらも戸惑っているのがひしひしとわかっ
た｡｣B ｢私も自分がいじめられたとき､先生が味方で
はなかった｡一人で戦おうと思った｡｣ひきこもりのテ
レビを見たという話｡A｢子どもにとって居心地のいい
家庭を作ってあげないとだめなんじゃないかな｡｣B
｢でもそうやって頑張りすぎるとまたお母さんが疲れる｡
頑張るときもあればだめなときもあってそういうのを隠
さず見せていけばいいんじゃないのかな｡｣C｢本なん
かにこういうときはこうすればいいって書いてあるけ
ど､うちの子にはそれがぴったりこなくて居心地悪い思
いをしているかもしれなくて､やっぱり自分の子をしっ･
かり見ないとだめだなって思う｡｣A｢いろいろあって
大変な世の中だけど､やっぱり強く育てるしかないかな
と思う｡どのくらい守ってどのくらいやらせるか､その
バランスがすごく難しいけど｡｣グループに参加してみ
て｡B ｢知っている人が多いのに､最初はすごく緊張し
たのを覚えています｡今日はとてもリラックスして話し
ていてそれも成長だったかなと思います｡｣A｢プライ
ベートな話をいっぱい聞いていただいて､すごくすっき
りしました｡皆にたくさんパワーもらったし､これから
ももう一人産まなきゃいけないし､がんばろって思いま
した｡｣E ｢自分で口に出して話したことで､そうか私
はこういう風に思ってるって自分のことが自分で再確認
できるんだなと思った｡普段の雑談では､私はこう思う
のよっていう話をすることは少ないと思うから｡｣C
｢自分の子育てというのはどこが間違ってるかはわから
ないし､悩むことはすごくあるし､こういう場でいろん
な人の話を聞いて､自分も迷ってることを､皆はどんな
風にしているかがわかって安心でき･た｡｣●F ｢最初はす
ごく緊張したけど､いろいろお話していくうちに結構突
っ込んだ話でも､深い話ができたのでそれが良かったと
思う｡いつもなら子どもが一緒なので､子どもには聞か
せたくない話もあるし､こうやって母親だけで集まって
(8)
話すと絶対に違う話ができていいと思う｡普段決まった
友達と話していると考え方も似通ってくるけど､違う場
所に出て来ることって大事だなと思った｡｣
2.メンバーAのクループでの様子
4つの側面から見たAさんの経過については表2に示す
通りである｡
考察
1.メンバーAのグループ経過から
前述の通り､Aは31歳で10歳女児と4歳男児の母親で
ある｡一度離婚歴があり女児は前夫との子で男児は規夫
との子である｡第三子を妊娠中であり､母親側の両親と.
二世帯住宅で同居している｡男児を連れての来所であっ
た｡男児は相談所主催の親子教室にも通っているため相
談所と保育室に良く馴染んでおり､グループの部屋に母
親を求めて入室することは殆どなかった｡
#1では部屋の一番前方の､FAに一番近い席につき､
はきはきと身振り手振りを交えて話す様子が印象的であ
った｡見るからに有能でエネルギッシュな感じのする女
性で､現在は専業主婦であるが仕事を辞めてからはこれ
でいいのかと焦っていたと話す｡今は子育てが楽しいと
言いながら､グループが進むと他のメンバーの話を聞き
ながら自分は子どもを叱ってばかりのひどい母親である
と､子どもや母である自分に対する両価的な感情を語る｡
メンバーとの関わりにおいては優等生的な態度が目立
ち､誰かが話すと応答することが多いが､自分の経験か
ら話し始めるためグループに対して促進的な発言になる
ことが多い｡自分の話をするときはFAを見ながら話す
ことが多く､FAがうなずきながら聞いていることで安
心して話せているようであった｡
#2では､FAに対する依存欲求がメンバーの中から表
出され､何か話題を提供して欲しい､答が欲しいという
意見が出される｡FAがテーマはメンバーから出てくる
ものに意味があると思うと伝えると､Aは真っ先に育児
サークルについての話題を提供し､ここでも優等生的な
態度が見て取れた｡しかし話題q)中心になっていくこと
でだんだんと自分について語り始や､長女との関係と自
分と親との関係を対比して考える｡ここではBが合いの
手を入れ､フアシリテ一夕-のような役をし始める｡
#3では､前回の続きのように､さらにAが自分の話を
深めていき､Bはそれに対峠するように応答していく｡
Aの長女の話からBは自分がいじめられた体験を語るこ
とができ､AはBの話を開くことで長女に対する理解を
深める経験ができたようである｡離婚歴についての話を
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回 数 クやルーフ○での言動 他のメンハ;l--の FA-の 子どもとの
関わり 関わ り. 関係性
#1 一番前方の席に座 ルバ のー話を受けて FAの随に座 り話す 子育てが楽しいと
る｢仕事を辞めて焦 自分の経験から話 ときにはFAを見な い う気持ちと叱つ
つていた.子育てが し始める.メンハ〇一の がら話す ことが多 てばか りでひどい
楽しい｣｢ひどい親 問いに応答するよ しヽ 親だと思 うと う
だと思う｣自分の子どもとの経験 中から語る うな印象 気持ちを話す
#2 ｢地域での関係が 親 との関係につい FAの､テーマはメンバ- 自分の親 との関係
難しいo育児サーク ての Bの応答に助 が出す とい う提案 と自分 と長女 との
ル を立 ち上 げ た けられて長女 との に対 してす ぐに話 関係を照らし合わ
いo｣自分の親との関係､長女との関係について話す 関係 に気づいていく 題を提供する せて考える .
ていること､自分が りを通 して自分 と すときはFAを見つ て長女の気持ちを
離婚 したことにつ 長女 との関係 と離 めで話す.FAから 垣解する経験をす
いて話すかぜで欠席他のメンバ にー対する 婚の経験について話す主に Eに対して応 も応答するFAの方はあまり見 るメンバ にー助言すると
応答が多くな り自 答 した り助言 した ず話しているルバー きに自分 と子 ども
分の話はあまりし りするこrtが多いメンバ のー話を受けな を克て話すことが との同じような関ない. 題を とめる発言もある自分の子育てを話 増える参加の感想を言 う 係を話す.クやル-7○の話 中で叱 り方について気づく長女のいじめを話
す.9°ル-7○で自分の が らも自分の子育 ときだけFAの顔を 題にしなが らも答
話をしたことで第 てについての意見 見て話す● を求めるのではな
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するときはFAの目を見て話す｡他のメンバーには離婚
歴のある人がいなかったためか皆黙り込んで応答があま
りなく､FAは応答の必要を感じて時間終了時にAに対
してはっきりとした応答を返す｡
#4では一段落という感じでかぜを引いて欠席 し､以
降は主に他のメンバー (Eなど)に対する援助の姿勢が
目立った｡
#5ではAはフアシリテ-クーのような応答が多く､
FAがフアシリテ-クーの役割をとることは少なくなっ
ていった｡場の意見をまとめるような発言もできるよう
になり､それが自分の体験からの意見なので他のメンバ
ーの耳にも心地よく響いているようだらた｡Aは自分が
長女に対して叱りすぎるというテーマを初回からもって
いたが､この回で他のメンバーの話をまとめる･形で子ど
もの叱り方について､ひとつの自分なりの答を得たよう
であった｡メンバーの話を聞きながら連想したこと｣を言
語化することで自らも新しい気づさを得ることは､フア
シリテ一夕-をしていて筆者自身もよく.経験すること
で､グループで学ぶことが多いと感じられるものの一つ
である｡
#6ではグループの終了に向けてまとめに入ってい･き､
自分の子育てについて声に出して確認するような発言が
行き交った｡メンバーがそれぞれ自信を持って語るよう
になったのが印象的であった｡Aも#5のように援助者に
徹することもなく､自然に自分についても話し､フアシ
リテ- トもするといったスタンスであった｡グループの
中にあって人と関わる場面で､『場』を尊重しながらも
『個』としてひらかれていることを経験 として学んだと
いう印象であった｡
2.エンカウンターグループにおける関係性の発達
人間の発達には ｢個｣の発達と ｢関係性｣の発達を考
えることができ､｢関係性｣の発達には ｢子ども一養育
者関係｣に代表される ｢育てられる者一育てる者｣の二
者関係による ｢由係性｣の発達と､｢子ども一子ども｣
関係に代表される仲間関係による ｢関係性｣の発達が考
えられる (青野･松島2000b).｡
エンカウンターグループは､この二つの関係性の発達
が同時に相互作用的に積み重なることで､人間の心理的
成長に対してアプローチしていると筆者は考える｡以下
グループ経過とメンバーAの嘩過に照らして考察してみ
たい｡
まず ｢メンバーーフアシリテ一夕-｣関係について見
ていきたい｡エンカウンターグループにおけるフアシリ
テ一夕-は世話人であると同時に､グループにおいて少
(10)
なくともメンバーよりは経験豊富な専門家であり､メン
バーの心理的成長に関わるためにグループに参加してい
る｡またメンバーの方も初期にはグループが非構成的で
あるが故に､"何とか構成して欲しい'◆というフアシリ
テ一夕-への依存度が高く (平山1998)､表面的には
｢育てられる者｣としての意識が高いと言える｡その意
味でグループの開･始時に.おいては､明確に両者には対等
でない関係があり ｢育てられる者一育てる者｣としての
要素がある｡ また:すでに述べたように､メンバー8-10
名に対してフアシリテ一夕-は1-2名であることが多い
が､メンバーはそれぞれ心理的にフアシリテ一夕-との
｢二者関係｣を築いていると考えられる｡これは保育場
面における ｢子 ども一養育者 (保育士)｣関係 (蘇
岡,1998)や 十生徒-教師｣関係と通じるものではない
かと思われる｡ところが前述のようにフアシリテ一夕-
がリーダーや トレーナーと呼ばれないのは､最終的にフ
アシリテ一夕-がメンバーの一員となることを目指す
(Rogers.C.R.,1970)ためである｡ グループ開始時は ｢育
てられる者一育てる者｣という ｢子ども一養育者｣関係
に代表される ｢二者関係｣であった ｢メンバーーフアシ
リテ一夕-｣関係であるが､グループが展開するにつれ
でフアシリテ一夕-はその機能をメンバーに譲渡してい
き､互いに対等に ｢育ち合う｣関係を目指 していく｡
｢メンバーーフアシリテ一夕-｣関係において､それぞ
れのメンバーは､｢育てられる者一育てる者｣関係から
｢育ち合う者｣へと ｢関係性｣の発達を遂げていくと考
えることができるだろう｡
Aの経過を見ていくとFAの隣に座 りFAに向かっ●て話
しているような段階から､だんだんとグループの場の動
きに目が行き始め少しずつFAへの依存段階から自立し
ていく様子が伺える｡ 最終回にいたっては､AはBとと
もに優秀なFAであって､FAとしての筆者の役割はあま
りなかったくらいであった｡
つぎに ｢メンバー-メンバー｣関係についてみていき
たい｡グループ開始時においてそれぞれのメンバーは､
フアシリテ一夕-との ｢二者関係｣に目がいきがちであ
ったり､自分自身の表現や内面に集中していることが多
いが､グループが発達段階を進んでいくに従って､｢大
人一子ども間の影響のメカニズム (Damon,1983)｣であ
る､フアシリテ-クーの言動に対する 観`察と模倣"な
どから､自然に他のメンバーをサポー トしたり､フアシ
リテ-トするような言動がとれるようになっていく｡グ
ループが進むに従って､互いに対等な仲間関係である
｢メンバーーメンバー｣関係においては､互いに他のメ
ンバーの成長をフアシリテ- トするようになり､フアシ
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リテ一夕一に ｢育てられる者｣から､他のメンバーを
｢育てる者｣への関係性の発達が進んでいくといえるだ
ろう｡ ●
Aの他のメンバーへの関わりを見てみても､Bにサポ
ートされたりFAとの関わりを通じて他のメンバーをサ
ポートしたりできるようになっていく様子が伺える｡
ここで注意したいのは､Aは援助者であるばかりLでな
く､他のメンバーをフアシリテ-トしながらも自分もグ
ループに対して開かれており､自分の体験や気づさをも
って向き合うことでまた新たな気づきを得ていることで
ある｡これが ｢育ちあう｣関係性であり､一方が与え続
け一方が享受し続ける関係との違いであると筆者は考え
る｡
このようにエンカウンターグループにおいては､｢子
ども一養育者関係｣に代表される ｢育てられる者一育て
る者｣の ｢二者関係｣による関係性の発達と､｢子ど
も一子 ども｣関係に代表 される ｢仲間関係｣(中
谷,1988,1989,1991)による関係性の発達が､グループの
展開に従って同時に相互作用的に積み重なることで､人
間の心理的成長に対してアプローチしていると思われ
る｡集中的な時間制限法でありながら､またそれである
がゆえに､エンカウンターグループが参加者に､後の生
活の指針および行動特性の岐路につながる自己認知の変
化を生じさせる (Rogers,1970)という大きな影響をも
たらす可能性を秘めているのは､以上のような関係性の
発達を参加者が短期間で集中的に体験するからではない
かと考えられる｡
3.子どもとの関係性の発達へのアプローチ
心理療法における継続面接が有効であるのは､面接室
で起こる二者関係の発達がクライエントの現実場面にも
影響を及ぼし､クライエントがカウンセラーとの由係性
の発達を体験することで､自身の現実の対人関係での関
係性をも育てることができるようになるからではないか
筆者はと考える (青野.2001a)｡そうであると仮定する
と､エンカウンターグループにおいては三者以上の関係
について同じ事がおこっていると言えるのではないだろ
うか｡
筆者は心理臨床の場面で､子どもにも成人にも二者関
係と三者以上の人間関係の間でのつまずきを感じさせる
事例が多いと実感している｡実際面接をしていても､面
接者との二者関係はうまくとれても現実場面の集団には
中々入っていけないクライエントもいる｡病的ではなく
現実適応している人の中にも､集団の中でうまく自己表
現することができず､優等生をして頑張りすぎてはスト
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レスをためてしまったり､急激に表現しすぎて場を壊し
てしまったりする例は一般的によく見られることであ
る｡何もかもが操作性を追求し､より早く､より簡便に
ものごとを進めることこそをよしとする現代において､
人間関係ほど "操作'しにくいものはないと言えるかも
知れない｡
前述のように､･現代の母親たちは自身の能力や個性を
伸ばすことを周囲から要請される中で育ち､子どもを産
むやいなや今度は一旦自分の能力や個性の追求を全て置
いて子育てに没頭し､良い母親になることが求められる｡
その生活環境の変化の中で､周囲との対人関係も大きく
様変わりし､今まで体験を積んできた "子どもとしての
自分'●や､…学生時代の自分"､●`社会人としての自分"
だけでは対応しきれない､ 母`親としての自分"の人間
関係でのあるべき姿を求めて､戸惑うことがあっても不
思議ではないはずである｡そして母親が今までの自分に
母親としての自分を統合 していく過程にまつわる不安
や､うまくいかない対人関係での葛藤は一番身近な存在
である子どもとの関係性にすぐに反映されると思われ
る｡増加傾向にある子どもの虐待はこれらから生まれる
現象の一つであろう (青野.2001b)｡虐待までいかずと
も､母親が自己を表現できる開かれた人間関係をもたな
いために､自分の個性や能力の追求を子育てに求め､子
どもへの評価を自分の評価と考えることなどから子ども
エンカウンターグループは､決められた安全な枠の中
で三者以上の対人関係を実際に体験してみる場のひとつ
であるともいえる｡そこには前述のとおり､水面下に
FAとの二者関係も存在し､それがもう一つの守りでも
あり､またFA-の依存からの自立はグループ内でのメ
ンバー全員の発達課題でもあるのである｡
マザーグループで母親がFAとの二者関係における自
立と集団の中での自己表現という二つの経験をすること
は､現実場面での一番直接的な対人関係である子どもと
の関係に少なからず影響を与えるはずである｡
グループの経過の中でみてみると､Aは初回では子ど
もに対する両価的な感情を語っていたが､最終回では長
女の問題も含めて引き受けていく印象がある｡Bは自分
のいじめられた体験を語 り､｢自分もいろいろあって大
きくなってきたけど子育てって自分育てだと思う｡自分
も成長しないと子どもも成長しないと思う｡｣と話して
いる｡
グループでの発言にあったように ｢親子でべったりす一
る機会が多いから､親の世界と子どもの世界がごちゃご
ちゃになってしまう｣状態から､グループに入る間子ど
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もと離れてみることで､少し距離をおいて自分と子ども
との関係を見つめることができるようである｡｢(グルー
プで)いっぱいパワーもらったし､がんばろって思う｡｣
という気持ちでグループを離れて､また自分の子どもと
向き合うことができることが大切なのではないかと考え
る｡
また多くのメンバーはグループ参加後､実際の現実生
活の中で自らの集団を求めて動き始めている｡集団の形
は幼稚園のPTA活動であった り､地域でのコミュニテ
ィグループであったり様々であるが､マザーグループで
の体験をそこに活かしていっているであろうことは想像
に難 くない｡母親がこのように自分らしく居れる場を見
つ●けていくことは､更なる関係性の発達を促進し､以上
述べてきたように子どもとの間にもその関係性の発達は
相互的に作用していくものであろう｡
まとめにかえて
本稿では､大学の相談所で行われたマザーグループに
ついて､そのグループ経過と主なメンバーの経過からエ
ンカウンターグループにおける関係性の発達について考
察した｡
現代社会における様々な臨床心理学的問題を考えると
き､以上見てきた●ような関係性の発達という視点が大切
なのではないかと筆者は考える｡人間の心理的成長にと
って､先に述べた二種類の関係性の発達が相互に相補的
に進んでいくことが必要であり､そのバランスが崩れた
ときに種々の歪みが生じてくるのではないかと筆者は考
える｡ -
人として育つということは ｢育てられる者｣から ｢育
てる者｣への変化であり､その関係性の発達なくしては
心理的成長もあり得ない｡マザーレス ･マザーというこ
とばをよく耳にするが､母親たちは皆一生懸命に子ども
と､自分自身と向かい合っている｡今彼女たちに必要な
のは､溢れんばかりの ｢～してはいけない｣情報をさら
に増やすことではなく､一人の人間として成長できる場
ではないだろうか｡
本箱で提出したグループ事例は回数も少なく､エンカ
ウンターグループの発展段階から考えると､まだ始まっ
たばかりというところなのかもしれないbまた参加費は
無料ではあるが､大学の相談所に通ってくるというだけ
で､ある意味では生活レベルも一定以上の偏った対象に
なっていることも否めない｡それを前提として､実際に
現実適応できている参加者であるので､発達段階の最初
の部分を提供することで､後は自らの力で現実生活の中
で子どもとともに育っていってくれるであろうと願って
(12)
いる｡
今後も改善を加えながら実践と研究を続けていく中
で､母親と子どもたちにエールを送るとともに､このよ
●
うな視点からも母子に対する社会的支援が広 く行われる
ことを望んでやまない｡
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Summary
ThepurposeofthisstudyistoconsiderdevelopmentoftherelatednessexperiencedinMotherGroup.
Inthisstudy,1groupprocesswasderivedandanalyzedfbcusedon1member'sprocess.
Theprocesswasconsideredfrom3perspectives,relatednessbetweenamemberandfacilitator.othermembers.her
children.
Attheresultofthisstudy,wefoundthatmembersofMotherGrouphadexperiencedtwodevelopmentsofthe
relatedness, c`hild-apersonwhobringsupthechild'andpeerrelationship.Andthenweconsideredtheygrow
●
uppsychologicalyfromapersonwhowasbroughtuptoapersonwhobroughtupothers.
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